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３ 要旨

福島県オリジナル品種であるイチゴ「ふくはる香」の育苗期における子苗発生数、発根性及び花芽分化
時期を調査し、親株必要数、仮植の難易及び定植適期を明らかにした。

(1) 親株を４月上旬に定植し、芽数を１芽に管理した場合、７月中旬における｢ふくはる香｣の子苗(１～４
葉の苗)発生数は親株あたり28.8株で、｢女峰｣の75％、｢とちおとめ｣の127％であった。この結果から、
仮植を７月中旬に行う場合、10ａ分(8,000株)の苗を得るために必要な親株数は278株と推定された。

(2) ｢ふくはる香｣の発根性は｢とちおとめ｣並で、｢女峰｣より劣った。この結果から、｢ふくはる香｣は仮植後
の活着にやや時間がかかることが予想される。

(3) ポット育苗における｢ふくはる香｣の花芽分化期は９月10日頃で、｢女峰｣及び｢とちおとめ｣並であった。
この結果から、｢ふくはる香｣の定植適期は９月中旬と判断された。
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